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はじめに
マラルメはその詩的生涯を通じて、詩人が果たすべき役割について、はっき
りとした考えを持っていた。彼は 1885 年 11 月 16 日にヴェルレーヌに送った
有名な自伝書簡の中で、「〈大地〉のオルペウス的説明、それこそが詩人の唯一
の義務であり、まさに文学の働きなのです（1）」と述べている。彼にとって詩人
の取り組むべき仕事とは、彼自身もそこに生きる地上世界を、詩人に固有の視
点から観察し、その隠された姿を詩の制作によって啓示することだったと言え
るだろう。それは厳密な意味での韻文詩や散文詩、あるいは彼の言う批評詩の
制作に限定されるものではない。一見したところ詩とはあまり関係がないよう
に見える『英単語』や『古代の神々』、モード雑誌の「最新流行」、折々の機会
に求められた各種アンケートへの回答、さまざまな新聞、雑誌に掲載された記
事の類、さらには友人たちに送られた書簡の数々にいたるまで、およそ彼の文
筆活動の一切は、人間とその社会、そして自然を含むこの地上世界を説明しよ
うとする試みにほかならない。私たちが本稿で取り上げる「花々」は、宇宙の
誕生から地上世界が形成されていくまでの様子を詠んだ詩篇であり、まさに彼
が詩人として行った地上世界の成り立ちについての説明の一つである。
彼の筆がこの詩篇に触れるのは、確認できる範囲では、1864 年 3 月 23 日付
のアンリ・カザリス宛書簡が最初で、そこには、「君に僕の詩句を送る。「花々」
だ。君はこれを読んだことがなかったと思う（2）」と書かれている。この詩篇は
この書簡が送られた日からそう遠からぬ時期に制作されたものと推定される。
この詩篇はカザリス以外の友人たちにも送られている。「1864 年の手帖」、
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「1865 年の集成」にもこの詩篇は収められ、1866 年の「現代高踏詩集」で初
めて公になった。その後、この詩篇は 1887 年の「独立評論」誌版自筆写真石
版刷『ステファヌ・マラルメ詩集』、同年の『詩と散文のアルバム』、翌年の
『19 世紀のフランス詩人たちのアンソロジー』、1893 年の『詩と散文』、死後
出版のドゥマン版『詩集』にも掲載された。
この詩篇には以上のようにさまざまなヴェルシオンがあるのだが、とりわけ
1887 年以前の初期のヴェルシオンとそれ以降の後期のヴェルシオンとの間に、
興味深い異同が見られる。初期のヴェルシオンでは、この詩篇は大文字の〈神〉
に向けて語りかける体裁になっていたのだが、後期のヴェルシオンでは、かつ
て〈神〉を指示していた語は全て消されているのである。当然ながら、この異
同は先行研究においてとりわけ強い関心を引いてきた。そこでは注釈家たちは
一致して、この異同は、よく知られている 1860 年代後半の危機の時代を経験
したマラルメが、それまでの信仰から完全に決別したことを証明していると結
論づけている（3）。私としてもその結論に異論はないのだが、しかし、それだけ
では「花々」を理解するのに不十分ではないかと考えている。というのも、こ
の異同によって、初期のヴェルシオンと後期のヴェルシオンとの間で、詩篇を
内部から支える宇宙論が全く別のものになっているからである。そのため私た
ちは、次のように問うべきだろう。すなわち、そもそも初期のヴェルシオンに
おける大文字の〈神〉とは、またそれに依拠する宇宙論とは、一体いかなるも
のなのか。そして〈神〉が消された後期のヴェルシオンにおいて、詩篇の宇宙
論はどのようなものに変わったのか。この問いに答えなければ、詩篇の理解に
は到達できないはずである。先行研究において注釈家たちは、こうした問いに
ついては何も言っていない。そこで私たちは、異同に注目しながら注釈を試み
ることで、詩篇の宇宙論の変化について検討することにしよう。
1. 原初の日
「花々」は 6 つのストローフで構成されていて、それぞれがアレクサンドラ
ンによる交差韻のカトランになっている。第 1 ストローフを後期のヴェルシ
オンから引用しよう。
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Des avalanches d’or du vieil azur, au jour
Premier et de la neige éternelle des astres
Jadis tu détachas les grands calices pour
La terre jeune encore et vierge de désastres,
原初の日の、古の青空の黄金の雪崩から、
そしてまた、星々の永遠の雪から、
かつてあなたは、未だ若く、災厄に汚されていない大地のために、
花々の大きな萼を取り除けたのでした（4）、
この第 1 ストローフを一読しただけで、この詩篇が一個の壮大な宇宙論的
ヴィジョンを繰り広げようとしていることが直ちに了解されるだろう。このス
トローフが力強く歌い上げているのは、誕生したばかりの混沌とした宇宙とそ
の創造主の謎めいた行為である。
異同に関して言うと、前半の 2 行の詩句に限っては、わずかな句読点の変
更を除けば、初期のヴェルシオンと同じである。最初にこの 2 行の詩句を見
てみよう。この 2 行の詩句は、雄大で生き生きとした、神話的とも言うべき
イマージュを生み出しているように見える。宇宙の創造を描き出すこのイマー
ジュにはいくつかの由来がある。まず 1 行目の詩句については、それがユゴ
ーの詩集『諸世紀の伝説』に収められた Le sacre de la femme という詩篇の、
以下に示す 8 行目の詩句を改変したものであることが、1932 年という早い時
点で判明している（5）。
Des avalanches d’or s’écroulaient dans l’azur (6) ;
「花々」の 1 行目の詩句のイマージュは、それゆえ、ユゴーの詩的世界に一
部を負っていることになる。マラルメが少年時代からユゴーの詩に親しんでい
たことは周知の通りであり、これもユゴーの詩句が彼の作品に顔を覗かせた多
くの例の一つであるが、この詩句についてはまた、ボードレールの読書体験も
窺えるように思われる。ボードレールの作品にこの詩句と類似した表現がある
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わけではないのだが、おそらくこの詩篇とほぼ同時期に書かれたと推定される
「文学的交響曲」（当初は「三篇の散文詩」と呼ばれていた）において、彼はそ
の第二部をボードレールに捧げ、次のように書いている。
おお、何たる驚異だ、振り上げられた髪の苛立ちを覚える匂いが周囲にまき散ら
されるままに、奇矯な赤い色が、暗くなった空から滝となって落ちてくる！罪を香
りとする邪悪な薔薇の雪崩だろうか？──紅白粉だろうか？──血だろうか？──
奇妙な日没だ（7）！
『悪の華』で雪崩（avalanche）という語が使われているのは二度だけである。
いずれの場合も「花々」の冒頭の詩句とはあまり関係がないと言ってよい。に
もかかわらず、マラルメはこの詩集の内的世界に雪崩のイマージュを見出した
ようだ。彼は一つのボードレール的な落日の情景として、地上を一気に染めて
いく夕映えを、上空から降り下って世界を覆い尽くそうとする赤い雪崩に見立
てているわけだが、明らかにそれは、「花々」の冒頭の詩句における天空の雪
崩につながっている。しかも、見られる通り、ここでは薔薇と血も登場してお
り、その血の鮮烈な赤が生み出す不吉な印象とともに、「花々」の第 3 ストロ
ーフを想起させるのである。
次の 2 行目の詩句について、ベルトラン・マルシャルは、「あらわれ」の次
のような最終行の詩句と関連させるように提案している（8）。
Neiger de blancs bouquets d’étoiles parfumées (9).
「花々」が書かれる前年の 1863 年に制作されたと考えられる「あらわれ」
は、元々、友人のカザリスが恋人のエティ・ヤップを詩で描くようにマラルメ
に依頼して書かれたものである。こうした制作事情が示しているように、「あ
らわれ」は宇宙論的な詩篇とは言い難いのだが、この最終行だけでなく、二つ
の詩篇には語彙の共通性が見られる。月（lune）、熾天使（séraphin）、青空
（azur）、かつて（jadis）、すすり泣き（sanglot）、それに詩篇の題名をなす花々
（fleur）など、両者の語彙の重複はかなりの数に上る。また同様に、この詩句
だけでなく詩篇全体にかかわることだが、リセの生徒だった頃のマラルメが
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1856-1857 年度もしくは 1857-1858 年度に書いた作文「三羽のこうのとりの語
ったこと」の中に、この詩篇を構成する語彙と同じものが多数認められること
が、すでに注釈家たちによって指摘されてきた（10）。このストローフに限って
も、雪崩（avalanche）や星々（astre）、雪（neige）、萼（calice）などが、両者
に共通して用いられている。彼は「花々」で一個の宇宙論を構築するに際して、
リセ時代からずっと偏愛し続けていた語彙に頼りつつ、詩篇のイマージュを生
み出そうと試みたようだ。
さて、第 1 ストローフの後半に移ろう。後半は初期のヴェルシオンと比べ
て重要な異同が見られる。友人たちに送られた最初期の手稿の該当箇所を以下
に引用する。
Mon Dieu, tu détachas les grands calices pour
La terre jeune encore et vierge de désastres.
〈神〉よ、あなたは、未だ若く、災厄に汚されていない大地のために、
花々の大きな萼を取り除けたのでした。
前述の通り、ここで私たちが問題にしなければならないのは、初期のヴェル
シオンにおけるこの〈神〉とそれに立脚する宇宙論はいかなるものなのか、と
いうことである。ポール・ベニシューは、この詩篇における宇宙の創造は聖書
とは無関係であると主張している。ベニシューがその根拠としているのは、そ
れが「光あれ」（fiat lux）に続くカオスとは異なっていることである。ただし、
ベニシューはこの詩篇がキリスト教と全く接点を持たないと言っているのでは
ない。注釈の先取りになるが、ベニシューは、後期のヴェルシオンの第 5 ス
トローフの 2行目に出てくる Notre dameについて、小文字の dであるにせよ、
それが聖母マリアを指示することはあり得ると述べ、その上で、マラルメはこ
の Notre dame に関して、古代異教世界を想定しているのかもしれないが、そ
の場合であっても、聖母マリアがそこに混ざり込んでいると考えている（11）。
ベニシューの考えに従うならば、この詩篇は、その内的世界において古代異教
世界とキリスト教とが融合しており、厳密な意味では、特定の宗教ないし神話
の体系に基づく神学的枠組みに収斂するものではないということになる。ベニ
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シューのこの考えに付け加えて言うと、マラルメが冒頭の詩句を着想したと思
われるユゴーの詩集『諸世紀の伝説』は、周知の通り、人類の誕生から来るべ
き未来へと至るまでの人間の歴史を描き出した大叙事詩群であり、そこでは古
代異教世界の神話やキリスト教の伝承など、本来互いに異質であるはずのもの
が大胆に包摂されているのだから、この詩篇は冒頭の詩句の時点で、すでに多
様な宗教的、神話的背景を帯びていたとみなすこともできるだろう。このよう
に考えると、初期のヴェルシオンの〈神〉は、神学的見地から言えば、実際に
はかなり曖昧に造形されていたように見える。しかし、だからと言って、彼は
この〈神〉について曖昧な考えを持っていたわけではない。というのも、彼は
あえてそれを詩篇から排除しなければならなかったのだから。しかも、これか
ら見ていくように、この排除は第 1 ストローフだけでなく詩篇の全体にわた
って実行されているのである。この排除を理解するには、ここで改めて彼の経
験した危機を簡単に振り返っておかなければならない。彼はこの詩篇の最初期
のヴェルシオンを制作してから 2 年後の 1866 年 4 月 28 日、カザリスに書簡
を送り、次のように語っている。
不幸にも、詩句をここまで掘り下げてきて、僕は二つの深淵と出合い、それらが
僕を絶望させた。一つは〈虚無〉だ。［…］そうとも、僕には分かっている
．．．．．．．．．
、僕た
ちは物質のむなしい形態にすぎないのだ（12）。
この書簡は彼の危機の始まりを告げる代表的な証言の一つとして知られてい
る。ここにはっきりと示されているように、危機の始まりには超越性の不在と
いう問題があった。極度に集中しながら詩句の制作にのめり込んでいった彼が、
世界で生起するあらゆる現象を支配している超越性なるものに重大な疑義を抱
き、超越性はどのような形式を取るものとしても存在し得ない、という認識に
至ったのは明らかである。森羅万象を司るべき超越性が存在しないのだから、
全ては偶然に帰され、人間も単なる物質にすぎないことになる。初期のヴェル
シオンにおける〈神〉は、その後危機を経験した彼の目には、この存在しない
はずの超越性が取った一つの形式に映ったと言える。だからこそ彼はそれを詩
篇から排除しなければならなかった。すでに述べたように、注釈家たちはここ
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に彼の信仰の喪失を見出しているが、それはキリスト教が当時の社会的コンテ
クストにおいて、この超越性のとりわけ特権的な形式の一つだったからにほか
ならない。初期のヴェルシオンにおける〈神〉の造形は確かに厳密さを欠いて
いたが、そこにはこの超越性という性格が厳密に付与されていたのである。
〈神〉の排除によって、詩篇を支える宇宙論も決定的に変わることになった。
初期のヴェルシオンの宇宙論は、〈神〉に依拠したものであり、〈神〉として体
現された超越性の支配する宇宙論だったと言える。それは一切の疑問が提起さ
れないような安定した宇宙論であり、詩篇の内的世界は強固な基盤の上に構築
されていた。それに対して、後期のヴェルシオンの宇宙論は、いかなる超越性
も想定しない宇宙論である。そのため、全ては偶然の結果にすぎず、一見した
ところそれは不安定な宇宙論のように見えるかもしれないが、実は必ずしもそ
うではない。というのも、見方を変えれば、後期のヴェルシオンでは、宇宙の
創造が歌われているものの、その創造主が不明瞭なまま詩篇が展開されていく
のだから、宇宙の創造主をめぐる問いが詩篇そのものを構成することになって
いると言えるからである。事実、後期のヴェルシオンでは、Mon Dieu という
呼びかけが副詞の jadis に置き換えられているので、宇宙を創造した tu がどの
ようなものであるのか分からなくなっており、その特定は詩篇の中で先送りさ
れているのである。そして、この宇宙の創造主をめぐる問いを解決するには、
第 5、第 6 ストローフへ向けてさらに詩篇を展開させていかなければならな
い。
2. 花々
第 2、第 3、第 4 ストローフでは、花々が次から次へと現れる。これらの三
つのストローフには重要な異同は見当たらない。それらは後期のヴェルシオン
では以下の通りである。
Le glaïeul fauve, avec les cygnes au col fin,
Et ce divin laurier des âmes exilées
Vermeil comme le pur orteil du séraphin
Que rougit la pudeur des aurores foulées,
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L’hyacinthe, le myrte à l’adorable éclair
Et, pareille à la chair de la femme, la rose
Cruelle, Hérodiade en fleur du jardin clair,
Celle qu’un sang farouche et radieux arrose !
Et tu fis la blancheur sanglotante des lys
Qui roulant sur des mers de soupirs qu’elle effleure
À travers l’encens bleu des horizons pâlis
Monte rêveusement vers la lune qui pleure !
黄褐色のグラジオラスは、すらりとした首の白鳥たちと共に、
そして、追放された人々の魂のあの神々しい月桂樹は、
押しつぶされた曙光の恥じらいが赤く染める
熾天使の清らかな足指のように鮮烈な紅色、
ヒヤシンス、愛らしい輝きを帯びたギンバイカ、
そして、女の肉体にも似た、残酷な薔薇、
明るい庭に花咲くエロディアード、
猛々しい輝く血にまみれた女！
また、あなたは百合のすすり泣く白さを作ったのでした、
その白さは、ぼんやりとした地平線の青い香りを横切って
ため息の海をかすめ、海上を走り、
涙を流す月へと夢見ながら昇っていくのです！
第 1 ストローフで誕生直後の宇宙の混乱から創造主が引き出してきた萼が、
これらの花々なのであろう。萼はマラルメが花を指すのに好んで用いた語で、
「葬の乾杯」などでも使われている。第 1 ストローフで「大きな萼」と書かれ
ていたこともあって、ベニシューはこれらの花々について、「プローズ（デ・
ゼッサントのための）」の場合と同じように、怪物的に巨大なものだと考えて
いる（13）。ベニシューの説は興味深いが、「花々」と「プローズ（デ・ゼッサン
トのための）」のそれぞれに、そこまではっきりとした内的関連があるように
も見えないし、マラルメの作品に登場する花が全て巨大だとはもちろん言えな
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いので、この説はやや強引に過ぎるように思われる。しかし、巨大かどうかは
ともかく、いずれにせよ、ここに出てきた花々を、人間が住む地上世界に咲く
花々と同一視するには、相当な違和感を覚えざるを得ない。これらの花々は明
らかに異形の姿を呈している。これについては後に触れることになる。
第 2、第 3、第 4 ストローフに立て続けに現れたこれらの花々は、一種の謎
めいた絵画のように見える。この三つのストローフでは、全部で六種類の花が
登場するので、それぞれ一種類の花を描いた六枚の絵が矢継ぎ早に提示されて
いると考えればよい。順を追って見ていくと、まず最初に、静かに羽を休めて
いる白鳥たちの傍らに咲くグラジオラスが登場する。次に現れるのが、ほのか
な赤みを帯びた月桂樹で、曙光の中の熾天使を描いた宗教画のような佇まいを
示している。続いてヒヤシンス、ギンバイカ、そして薔薇の順序で立ち現れる
のだが、ヒヤシンスとギンバイカは、薔薇の登場の予告になっていると考える
ことができる。ヒヤシンスはギリシア神話における美少年ヒュアキントスの名
に由来する花である。ヒュアキントスはアポローンから寵愛を受けていたのだ
が、同じくこの美少年を愛していたゼピュロスの嫉妬のせいで、アポローンの
投げた円盤で頭を打ち、血を流して息絶えてしまう。ヒヤシンスはヒュアキン
トスの流した大量の血から生まれたとされている。そのためヒヤシンスは、血
まみれの薔薇を先取りしていることになる。次のギンバイカは、古代から愛の
花とされ、結婚式で用いられてきた。これも血まみれの薔薇、つまりエロディ
アードの予告になっている。エロディアードと言えばマラルメが終生取り組み
続けた未完の作品であり、彼がこの名を書き記すのはこの詩篇が初めてのこと
である。聖書に由来するサロメ伝説によれば、エロディアードが血を浴びるの
は、前夫の異母弟ヘロデ・アンティパスとの結婚に反対した洗礼者ヨハネの斬
首によるものだから、結婚を祝う爽やかなギンバイカは、ちょうど嵐の前の静
けさのように、逆説的にこの斬首を不吉に予言するものと言えるだろう。
最後は白い百合で、これだけで一個のストローフを構成している。これは白
のストローフと言ってよいものである。白という色は、余白がそうであるよう
に、マラルメにとって特に重要な色である。色とりどりの鮮やかな花々が連続
する第 2、第 3 ストローフは、この第 4 ストローフの百合の白と、はっきりと
した対照をなしている。とりわけ血まみれの薔薇の強烈な赤とこの百合の静謐
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な白との対照は際立っている。ジャン＝ピエール・リシャールは、マラルメに
おいて薔薇と百合はごく初期からペアになっていて、この詩人のテーマ体系の
中では、弱々しい百合は活力溢れる薔薇と出合うことで十全なものとなる、と
指摘している（14）。確かに薔薇と百合は、この詩篇と多くの語彙を共有する
「三羽のこうのとりの語ったこと」にも出てくるし、その他のさまざまな詩篇
にも揃って登場する場合がある。リシャールのこの指摘はこの詩篇にも当ては
まるだろう。詩篇の中で薔薇は、血にまみれ、生来の残酷さを活力として今に
も爆発しそうになっているのだが、しかし間一髪のところで、月へと伸びてい
く百合の澄み切った白に覆い尽くされるようにして、その荒々しい活力を鎮め
られている。グラジオラスで始まる第 2 ストローフから血まみれの薔薇で終
わる第 3 ストローフへと、詩篇の内部で熱したマグマのように徐々に高まっ
ていた緊張が、百合の白が月へ向かって伸びていくこの第 4 ストローフの、
音もなく静かに行われる巨大な運動によって、中和されたように見える。それ
は赤と出合うことで成し遂げられた白の完成でもあるだろう。この天空へ向か
っていく白の運動が、次の第 5 ストローフでの宇宙の創造の成功を祝う歌を
呼び込むことになる。
3. 喜びの歌
第 5 ストローフでは、宇宙を作り上げた創造主を崇めるために、歓喜の歌
が捧げられている。このストローフは後期のヴェルシオンでは次のようになっ
ている。
Hosannah sur le cistre et dans les encensoirs,
Notre dame, hosannah du jardin de nos limbes !
Et finisse l’écho par les célestes soirs,
Extase des regards, scintillement des nimbes !
シターンに合わせ、香炉を焚き、喜びの歌が奉じられます、
我らの尊き方よ、あの世の辺境の庭の喜びの歌です！
そして、その反響が、天上の夕暮れ、
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眼差しの恍惚、後光の煌めきまで届きますように！
このストローフには注目すべき異同が見られる。最初期の 1864 年の手稿で
はこのストローフは次のようなものだった。
Hosannah sur le cistre et dans les encensoirs,
Ô mon Père, hosannah du profond de nos limbes !
À jamais hosannah dans l’or des jours sans soirs,
Par l’azur des rayons et le frisson des nimbes !
シターンに合わせ、香炉を焚き、喜びの歌が奉じられます、
おお、我が〈父〉よ、あの世の辺境の奥底の喜びの歌です！
永遠なれ、喜びの歌、暮れることなき日々の黄金から、
光線溢れる青空と後光の揺らめきを通って！
そしてこれが、2 年後の 1866 年の「現代高踏詩集」では、以下のように修
正された。
Hosannah sur le cistre et sur les encensoirs,
Notre Père, hosannah du jardin de nos limbes !
Et finisse l’écho par les mystiques soirs,
Extase des regards, scintillement des nimbes !
シターンに合わせ、香炉を焚き、喜びの歌が奉じられます、
我らの〈父〉よ、あの世の辺境の庭の喜びの歌です！
そして、その反響が、神秘の夕暮れ、
眼差しの恍惚、後光の煌めきまで届きますように！
まず初期の二つのヴェルシオンの 2 行目の冒頭に注目しよう。1864 年と
1866 年のヴェルシオンでは、それぞれ Ô mon Père、Notre Père となっている。
これらにはそれほど大きな違いはないだろう。すでに見たようにどちらのヴェ
ルシオンも第 1 ストローフで Mon Dieu と呼びかけていたので、これらはその
反復である。これらの初期のヴェルシオンでは、花々を継起的に登場させた第
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2、第 3、第 4 ストローフが、〈神〉を明示した第 1、第 5 ストローフによって
挟まれる形になっている。そのため、それらの花々の出現は〈神〉が導いたも
のだったことになる。というより、花々に限らず、この地上世界を作り出した
のは、〈神〉という形式を取った超越性だったということが、初期のヴェルシ
オンでは示されていたのだった。それに対して、後期のヴェルシオンでは、こ
のストローフと次のストローフで、徐々に宇宙の創造主がはっきりし、詩篇の
宇宙論も明らかになっていく。
さて、このストローフは、創造主に祝いと感謝の歌が捧げられる様子を歌っ
ている。hosannah はマラルメの好んだリトレ辞典やその他の辞書では末尾の h
がない hosanna の形で出ている。これはヘブライ語由来の語で、元々は、古代
ユダヤ人が幕屋祭などの儀式で祈りとして捧げた叫び声を指していた。これは
カトリックの典礼にも導入されて、枝の主日という復活祭の一週間前の日曜日
に取り行う式典で歌われる歌になった。そこから転じて、この語は単に喜びの
叫びや勝利の歌を指す。この詩篇は、すでに論じたように、初期のヴェルシオ
ンでは〈神〉が曖昧な造形であり、後期のヴェルシオンは宗教のそれを含むあ
らゆる超越性の不在を前提にしているので、この詩篇での hosannah を、古代
ユダヤ人の儀式もしくは枝の主日における歌と限定的に関係づけることは避け
るべきだろう。そのため、この語については単なる歓喜の歌を指すとみなすこ
とにしよう。問題になるのは、この歓喜の歌が歌われている場所である。この
歓喜の歌はどのヴェルシオンでも limbes で歌われているとされている。limbes
とは、旧約聖書において死んだ善人がキリストによる贖罪を待つあの世の辺境
のことであり、神学者によっては、洗礼を受けないまま死んでいった子供たち
の集まる場所を指すこともある。要するにそれは、あの世であり、死者たちの
世界である。シルヴィアーヌ・ユオは、この語を字義通りにあの世の辺境と解
釈しているのだが（15）、ベニシューや松室三郎氏は、これをあえて現世と解釈
しており（16）、注釈家たちの間で意見は一致していない。私たちはこの語が死
者たちの世界を指していると考えることにしたい。ただし、hosannah の解釈
と同様に、この詩篇における limbes を必ずしも旧約聖書に厳密に照らさなけ
ればならないわけではない。私たちが limbes を死者の世界と解するのは、こ
の詩篇全体の宇宙論的ヴィジョンが、死を経験した者の目に映じているものに
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しか見えないからである。とりわけ第 2、第 3、第 4 ストローフで連続して提
示された花々については、生身の人間が住む現世に咲いている花々を、それら
の起源の姿において、現在という時間に縛られることのない死者の眼差しから
見つめ直したものと考えれば、その異様極まりない姿も納得がいく。nos
limbes の nos は強いて訳さなかったが、nos はこの詩篇の語り手が、かつて死
者たちの傍らにいたことを示していると言える。この死を経験した語り手につ
いては後で再び触れる。
4. 宇宙と詩人―─二重の誕生
最後の第 6ストローフは後期のヴェルシオンでは以下の通りである。
Ô Mère, qui créas en ton sein juste et fort,
Calices balançant la future fiole,
De grandes fleurs avec la balsamique Mort
Pour le poëte las que la vie étiole.
おお、〈母〉よ、あなたはその公正で力強い胸、
すなわち、未来へとつながる小瓶を揺り動かす萼の数々から、
かぐわしい〈死〉の香りを放つ大きな花々を創造したのでした、
人生によって虚弱にされている、倦み果てた詩人のために。
このストローフは、最初期の手稿では、異同の多い次のようなカトランだっ
た。
Car, n’oubliant personne en ton charmant effort,
Tu donnas, lui montrant son devoir sans mensonge,
De fortes fleurs versant comme un parfum la Mort
Au poète ennuyé que l’impuissance ronge.
なぜなら、麗しき尽力によって誰一人をも忘れることなく、
あなたは、詩人の果たすべき偽りなき義務を示しつつ、与えたのでした、
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香りのように〈死〉を注ぎ込む力強い花々を、
無力によって蝕まれている、困惑した詩人のために。
この最終ストローフは大幅に書き換えられた。1866 年の「現代高踏詩集」
ではすでに後期のヴェルシオンとほぼ同じになっているのだが、ただ一ヶ所だ
け異同があり、冒頭の詩句が次のようなものだった。
Ô Père, qui créas, en ton sein juste et fort,
おお、〈父〉よ、あなたはその公正で力強い内奥、
［…］創造したのでした、
まず初期の二つのヴェルシオンを見てみよう。最初期の手稿であれ、1866
年のヴェルシオンであれ、この最終ストローフが第 1 ストローフから続く超
越的な〈神〉を中心に据えた宇宙論を完結させているのは明らかだろう。1866
年のヴェルシオンでの Ô Pèreという呼びかけは、第 1ストローフの Mon Dieu、
第 5 ストローフの Notre Pèreを受けたものである。最初期のヴェルシオンには
Ô Père はなかったが、こちらの場合は、〈神〉へ歓喜の歌を捧げた理由を car
として示すことで、〈神〉への感謝の念をよりはっきりと示している。
後期のヴェルシオンでは、第 1 ストローフから宇宙の創造主はずっと曖昧
なままだったが、この最終ストローフで、それが大文字の〈母〉、つまり母な
る自然だったことが明示される。宇宙を生み出し、この地上世界を形成したの
は、〈神〉という超越性ではなく、ほかならぬ自然それ自体ということになる。
一見したところ、これは一種の汎神論的な宇宙論であるようにも見えるのだが、
しかし私は、後期のヴェルシオンを貫くこの母なる自然に立脚した宇宙論は、
単純な汎神論の範疇に収まるものではなく、マラルメが生涯にわたって練り上
げていった彼独自の思想の一部ではないかと考えている。そのことは、この最
終ストローフというより、詩篇全体の構成そのものにかかわっている。
ここまで読んできた後期のヴェルシオンをもう一度簡単に振り返ってみよ
う。まず第 1 ストローフで宇宙の誕生が歌われると、第 2、第 3、第 4 ストロ
ーフで次々と花々が提示された。それに続いて第 5 ストローフでは、創造主
へ捧げる歌が歌われた。後期のヴェルシオンの展開をこのように再確認してみ
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ると、自然（花々）と音楽（歌）の継起的な出現という流れになっていたこと
が分かる。そのことに気づく時、私たちの関心はマラルメの「牧歌」に向けら
れることになる。1895 年の「白色評論」誌 6 月 1 日号に掲載され、後に『デ
ィヴァガシオン』に収録される、この詩人晩年の散文作品には、次のように書
かれている。
［…］文芸への二重の補助物、すなわち外在性と手段とが、一個の人間に対して、
絶対的な順序に従いつつ、段階的に影響を与えてきた。
〈自然〉──
〈音楽〉──
葉叢と音というそれらの通常の意味における言葉として（17）。
ここに表明されているのは、一人の人間が詩人になっていく経緯であり、自
然と音楽とは、いわばマラルメ的詩人の誕生の原理とみなすことができる。自
然と音楽に触れ、それらの力に注目することは、人間が詩人になるための必要
条件の役割を果たしていると言えるだろう。マラルメ自身はと言うと、ヴァル
ヴァンの自然に囲まれて多くの時間を過ごすようになるのは晩年になってから
だし、また音楽については、とりわけ 1885 年にワーグナー論を書くまでは、
それほど強い関心を寄せていなかったと思われるので、彼が詩人になったのが
危機の時代の青年期と考えるなら、この一節が彼の個人史を直接的に反映して
いるとは言い難いかもしれないが、ここで問題になっているのは晩年のマラル
メであろう。晩年の彼が自然と音楽との関係から詩について考察を深めていっ
たこと、そして実際に自然と音楽とが『ディヴァガシオン』や『音楽と文芸』
の中でかなり複雑な概念として構築されていることを考えれば、この一節は彼
の自己形成を表明したものにほかならない。いずれにせよ、ここに示された晩
年の彼にとって、それらは「美学的には二つの聖なる状態の継起（18）」として、
最初に自然、次に音楽という順序で彼の前に現れたのだった。これは明らかに
「花々」における宇宙の創造と同じ順序である。つまり、詩人の誕生の過程と
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この詩篇における宇宙の誕生のそれとが、まさにパラレルな関係になっている
のである。すると、この詩篇は宇宙の誕生を描いていると同時に、詩人の誕生
を宇宙論的スケールで歌っていると考えることができる。宇宙の誕生の背後に
詩人の誕生が潜んでいるということは、言い換えれば、詩人が存在しなければ
宇宙は存在しないということである。宇宙と詩人とは同じものなのだ。後期の
ヴェルシオンの宇宙論とは、したがって、〈神〉という超越性に基づくもので
はなく、詩を従うべき唯一の法則とする宇宙論である。
さて、このように宇宙の誕生と詩人の誕生とを同時に歌うこの詩篇は、いず
れのヴェルシオンでも、最終ストローフにおいて、その詩人の死の運命を宣告
している。詩人に死をもたらすのは毒であり、マルシャルはそれが「シャル
ル・ボードレールの墓」の
[…] un poison tutélaire
Toujours à respirer si nous en périssons (19)
という末尾に出てくる毒と同じだと述べている（20）。私たちもそれに同意する
が、毒という手段にこだわらなければ、この死が関連しているのは「シャル
ル・ボードレールの墓」だけではないように思われる。初期のヴェルシオンに
おいては、超越的な〈神〉が詩人に対して毒を孕んだ花を与え、詩人に死を促
していた。しかも最初期の手稿では、死は詩人の義務とされていた。後期のヴ
ェルシオンでは、同じように詩人に死が不可避のものとして示されているのだ
が、それを行うのは〈神〉ではなく自然である。そこでは、やがて花々を生み
出すことになる萼が揺らしている小瓶が、詩人の未来の死を告げているのであ
る。ここで、この詩篇の内的世界が死者たちの世界を経験した者の視線から見
られたものであったことを思い起こそう。この詩篇における語り手は、死を経
験して再生した詩人である。それは冥界に赴いてから地上に戻ってきたオルペ
ウスを思わせるような詩人である。もちろん、初期のヴェルシオンであれ後期
のヴェルシオンであれ、この詩篇の中で毒をあおって死ぬことを約束された詩
人について、オルペウスの直接的な読み直しとして捉えることはできないのだ
が、死者たちの世界を目撃してしまった詩人という点では、やはり共通してい
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る。ところで、彼が詩人の死と再生をテーマにした詩篇をいくつか書いている
ことはよく知られた通りである。このテーマは一種の精神の死と再生のドラマ
として演じられた彼の危機の体験に由来している。「花々」の最初期の手稿は
危機より前に書かれているから、この詩篇をこのテーマの詩篇群の中に数える
ことはできないのだが、しかし少なくとも、この詩篇の中にこのテーマの萌芽
状態を見ることはできるのではないだろうか。というのも、この詩篇で宇宙の
誕生を見つめているのは、死者たちの眼差しを獲得した詩人であり、それはマ
ラルメ自身にほかならないのだから。
おわりに
私たちはここまで、異同に注意を払いながら「花々」を読み、マラルメの試
みた「〈大地〉のオルペウス的説明」の一つとしてこの詩篇を考察してきた。
それによって私たちは、この詩篇において、詩人の誕生と宇宙の誕生とが同時
に歌われているのを見た。最後に、彼の詩論における詩と宇宙の関係をより明
確にしておくために、1867 年 9 月 24 日付のオーギュスト・ヴィリエ・ド・リ
ラダン宛書簡から一節を引いておこう。
僕は大いなる感受性を用いて、〈詩〉と〈宇宙〉との内奥の相関関係を理解しま
した。そして僕は、〈詩〉が純粋なものであるために、〈詩〉を〈夢〉と〈偶然〉か
ら引き出し、〈宇宙〉の概念と並置させる、という計画を構想したのです。不幸な
ことに、ただ単に詩の喜びのために組織された魂である僕には、この〈宇宙〉の概
念のためにあらかじめ必要とされる仕事において、あなたのように〈精神〉を自由
に使う、ということができませんでした。──そして、こんなことを知ったらあな
たは恐怖を覚えるかもしれませんが、僕は感覚のみによって〈宇宙〉の〈イデー〉
に到達したのです（21）。
危機の一端を告げる証言である。彼にとって「〈大地〉のオルペウス的説明」
とは、自然科学的な立場からではなく、ましてや神学的な立場からでもなく、
徹底して詩人としての自己を宇宙と同一化することでしか達成できないことで
あった。彼自身が宇宙になること、その途方もない企てを詩篇として歌ったの
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が、この「花々」である。
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